
検査記録簿番号 作成日

検査日 時分～時分 市監督員所属/氏名

契約番号・件名

監督評定点 点 請負業者名

総括監督評定点 点 契約金額 工期

返却書類名

手直し報告種類

施工体制台帳の記載状況 施工体系図 施工体系図の記載状況 下請け契約書
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a b c d e
施工管理が優れている 施工管理が良好である 施工管理が適切である 施工管理がやや不適切である 施工管理が不適切である

契約書第18条に基づく設計図書の照査結果を、適切に処理していることが確認できる。

評価 施工計画書が、設計図書及び現場条件を反映した内容となっていることが確認できる。

施工計画書に、出来形・品質確保のための記載があり、管理のための方法が確認できる。

施工計画書の記載内容と現場施工方法が、一致していることが確認できる。

工事記録の整備が、適切に行われていることが確認できる。

使用する材料、機材の搬入後の管理が適切であることが確認できる。

一工程の施工の確認の報告が、適切に行われていることが確認できる。

建設廃棄物の処分及び建設副産物等のリサイクルへの取り組みが、適切に行われていることが確認できる。

独自のチェックリスト等の管理基準により、日常的に管理されていることが確認できる。

工事の関係書類及び資料の整理がよい。

施工体制台帳、施工体系図が整備されている。

建退共の証紙が適切に配布され管理されている。

見本又は工事写真等の整理に工夫がみられる。

CORINS登録の手続きが適切に行われていることが確認できる。

該当項目が90%以上・・・・・・・・・a       ①当該「評定対象科目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

該当項目が80%以上90%未満･･b       ②削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率%で評価する。

該当項目が60%以上80%未満･･ｃ       ③評価値（　　%）＝（　　）評価数/（　　　）対象評価項目数 × 100

該当項目が60%未満・・・・・・・・d

a a’ b b’ c d e
出来形が特に優れている 出来形が優れている 出来形が特に良好である 出来形が良好である 出来形が適切である 出来形がやや不適切である 出来形が不適切である

承諾図等が、設計図書を満足していることが確認できる。

評価 施工図等が、設計図書を満足していることが確認できる。

施工計画書等で出来形の管理基準を設定し、計画に基づく管理を実施していることが確認できる。

出来形の管理記録の整備が、良好であることが確認できる。

出来形の管理方法が、工夫されていることが確認できる。

現場における出来形が設計図書を満足し、適切な施工であることが確認できる。

現場における出来形が良好で、施工の精度が高い。

不可視部分となる出来形が、工事写真、施工記録により、確認できる。

該当項目が90%以上・・・・・・・・・・a       ①当該「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目はチェックを外す。

該当項目が80%以上90%未満・・・a'       ②削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率(%)で評価する。

該当項目が70%以上80%未満・・・ｂ       ③評価値（　　　%）＝（　　）評価数/（　　）対象評価項目数 × 100

該当項目が60%以上70%未満・・・b'

該当項目が50%以上60%未満・・・ｃ

該当項目が50%未満 ・・・・・・・・・ｄ

考査項目別運用表（完成）　設備工事

該
当

施工体制台帳

対
象

管理基準等

出来形が不適切であったため、工事請負契約書第31条に基づく修補指示を検査員が行った。

※１．出来形の対象は「材料、機材」と「施工の完了したもの」であり、工事目的物の形状、寸法、位置、数量並びに管理記録と
設計図書を対比することにより評価を行う。

出来形管理の工夫

考査項目  細別
対
象

該
当

施工状況

業者への指示改善事項等

(減点）該当すればｅ評価とする。

施工管理に関して、監督員から文書による改善指示に従わなかった。

考査項目  細  別

（減点）該当すればｄ評価とする。

施工管理に関して、監督員から文書による改善指示を行った。

施工管理

出来形及
び出来栄

(減点）該当すればｅ評価とする。

その他（理由　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

出来形

手直し内容

検査台帳の状況

別紙参照

別紙参照

技術者の資格（主任技術者・専任の主任技術者・監理技術者・専任の監理技術者・専門技術者）

追加提出書類等

考 査 項 目 別 運 用 表 （ 完成 ・ 指定部分完成 ・部分払・中間技術 ）/設備検査用

出来形の管理に関して、監督員が文書で指示を行い改善された。

（減点）該当すればｄ評価とする。

その他（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（可否判定要領）

（可否判定要領）

　設計図書等に規定された製品・機器類の形状、寸
法、数量、位置の出来形が承諾図、カタログ等により
確認できれば評価する。

　自社独自のチェックリスト等の管理基準やマニュア
ルを用いて、現場管理が日常的に行われていれば評
価する。

建退共

施工精度

書類の見易さの工夫

　機器の設置位置、材料の施工寸法、電気配管配
線、水配管及びダクトの経路等の適切さが確認できれ
ば評価する。

適切な施工

　埋設部分及び隠蔽部分等の不可視となる部分は、
工事写真により確認できれば評価する。(撤去対象物
を含む)

出来形確認記録

　施工報告書等で出来形の管理方法で独自に工夫し
た箇所が確認できる場合は評価する。

　全般にわたり許容値と実測値が明確に確認でき、形
状及び寸法が許容範囲内でバラツキが小さい場合は
評価する。

　施工計画書、施工図、総合図(天井伏図、スリーブ図
等)等により、確認できれば評価する。

施工計画書等

　施工計画書、施工図、総合図(天井伏図、スリーブ図
等)等により、出来形の報告（形状、寸法、位置、数
量、経路等）が確認できれば評価する。

施工体制台帳

建設業退職金共済制度掛金充当実績総括表や建設
業退職金共済制度加入労働者数報告書等で確認。建
退共以外の退職金制度がある場合は、その書類を確
認。

施工体制台帳等の内容確認、かつ施工体系図が適
正に掲示されているか確認。

全体的に、工事の関係書類及び資料整理がよい場合
は、評価する。（実施工程表、施工計画書、施工図、
工事の記録）

関係書類整理

インデックス、マーキング、図示等に工夫が見られ、か
つ見易く整理されていれば評価する。

施工計画書、承諾図、CORINS、施工体系図、建退共、産廃（ﾏﾆﾌｪｽﾄ、契約
書許可証、運搬車両証明）、試験記録、ミルシート、日報、KY、新規入場者
教育,測定記録（酸欠等）

　施工の出来形に対する確認記録があり、内容が良
好であれば評価する。

工事写真等

承諾図等

施工図等

　契約図書に則り、処理が適切でマニフェスト等により
確認出来れば評価する。（マニフェスト、産廃許可書、
再生資源化等報告書、写真等）

建設廃棄物等

一般仕様書及び監理指針等より高い管理基準で管理
され、また現場でも確認できる場合に該当。
品質管理基準等にＩＳＯ等を取り入れて管理されてい
る。

高い基準による管理
［Bクラス以上を対象］

報告等

　工事記録（工事打合せ簿、工事写真、材料搬入、施
工報告、施工記録、試験記録等）が適時、的確に行わ
れている場合は、評価する。

　施工計画書に出来形・品質確保のための対策、工
夫等が記載され、当該工事に適合した独自の管理基
準等が記載され、管理している場合は評価する。

出来形・品質確保の計画

社内検査が計画的に行われ、出来形、品質等の管理を工事全般にわたって十分に行っていることが確認できる。

施工計画書の記載内容が適切であり、施工方法と施
工計画書が一致していれば評価する。（写真または記
録で確認）

書面による協議等

　施工計画書の内容が設計図書及び現場条件を反映
したものとなっている場合は評価し、記載不足や間違
いが多い場合は空白のままとする。

計画と条件の一致

工事記録整備

　設計図書通りに施工できない事実を発見した場合は、協議
書等を作成し、発注者との協議により、現場変更または契約
変更を適切に行っていれば評価する（または現場変更等がな
くても照査が適切に行われていた場合も評価する）。

　材料・機材の承諾図が事前に提出され、必要な時に必要な量を手配
及び搬入しており、用途に合った適切な使用をし、搬入から引き渡しま
での管理状況が良ければ評価する。（写真で確認できる。資料の整備
については、主要部の資料は必要、他は70%程度）

工事用機材の管理

　施工報告書での報告が適時行われ、出来形及び品
質管理が適切であれば評価する。

計画と施工の一致

有り 無し 良い 悪い 有り 無し 有り 無し良い 悪い
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a a’ b b’ c d e
品質が特に優れている 品質が優れている 品質が特に良好である 品質が良好である 品質が適切である 品質がやや不適切である 品質が不適切である

機材の品質が、承諾図等により確認でき、設計図書を満足していることが確認できる。

評価 施工の各段階における完了時の試験及び記録の方法が、適切であることが確認できる。

機材の品質確認記録の内容が、適切であることが確認できる。

品質の確認結果が、分りやすく整理されていることが確認できる。

施工の品質が適切であり、設計図書を満足していることが確認できる。

施工の品質が、試験や検査等の結果の記録により、優れていることが確認できる。

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法に工夫がある。

不可視部分となる品質が、工事写真、施工記録により確認できる。

中間検査や出来形検査での工夫や良好な施工の品質が、継続して確認できる。

運転・点検上の表示及び危険箇所などの表示等が明確で解りやすい。

該当項目が90%以上・・・・・・・・・・a       ①当該「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目はチェックを外す。

該当項目が80%以上90%未満・・・a'       ②削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率(%)で評価する

該当項目が70%以上80%未満・・・ｂ       ③評価値（　　　%）＝（　　）評価数/（　　）対象評価項目数 × 100

該当項目が60%以上70%未満・・・b'

該当項目が50%以上60%未満・・・ｃ

該当項目が50%未満 ・・・・・・・・・ｄ

a b c d
全体的な完成度が優れている 全体的な完成度が良好である 全体的な完成度が適切である 全体的な完成度が劣っている

評価 きめ細やかな施工がなされている

関連工事(工種)又は既存部分との調整がなされ、調和が良い仕上がりである

機器又はシステムとして、運転状態が正常であり、性能が優れている。

環境負荷低減への対策が優れている

運転操作及び保守点検等の容易さを確保するための配慮がなされている

該当項目が90%以上・・・・・・・・・・a       ①当該「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目はチェックを外す。

該当項目が80%以上90%未満・・・ｂ       ②削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率(%)で評価する。

該当項目が80%未満・・・・・・・・・・ｃ       ③評価値（　　　%）＝（　　）評価数/（　　）対象評価項目数 × 100

      ④評価対象項目数が2項目以下の場合は、全て該当してもｃ評価とする。

※３．改修工事等で付帯工事を含む場合は、主要工事のみで評価する。

（減点）該当すればｄ評価とする。

出来栄えが劣っている。

※３．改修工事等で付帯工事を含む場合は、主要工事のみで評価を行う。

※１．全体的な仕上がり状態、機能を評価する。

※２．出来ばえの評価は、全体的な仕上がり状態、形状、配置及び関連工事との調和、目的物としての機能などについて、観
察、計測等により技術的な評価を行う。

性能確認と記録

次のような項目に概ね該当すれば評価し、指示事項が広範
囲又は多数該当する場合は空白のままとする。
①機材に傷、へこみ、錆等がない。②保温・塗装の仕上げが
良く、手直しがほとんどない。③ダクトの吊りボルト切り口を吊
り金物の形鋼内に納め、形鋼の角が落としてある。④(本工事
の場合)機器等のコンクリート基礎の仕上げが良い。⑤機器
名称及び配管識別表示、バルブ札等の取り付けが適切であ
る。⑥現場の清掃が行き届いている。

　品質確認を行っている記録が整理され確認が容易
であれば評価する。

品質確認結果の整理

　施工報告書等による試験結果や検査結果等が良好
で、施工が優れている場合は評価する。

施工品質の記録

　配管の試験(風量、振動、騒音、耐圧、水圧、通水
等)、動作、絶縁抵抗等個々の施工に関する試験等に
合格していることが試験成績書等で確認でき適切な
施工であれば評価する。

施工品質の確認

　設計図書に規定された運転状態、性能が十分満足
できるレベルであれば評価し、最低限の場合は空白
のままとする。

※１．目的物の品質の水準を評価すること。

観察や試運転により、運転及び保守上の使い勝手へ
の配慮が確認できる。

（減点）該当すればｄ評価とする。

中間検査・既済検査

（可否判定要領）

使い勝手に対する配慮

次のような項目に概ね該当すれば評価し、指示事項
が広範囲又は多数該当する場合は空白のままとす
る。
①関連工事(工種)または既存部分との調整がなされ
ており、全体的に納まり、見ばえ、使い勝手等が良
い。②器具の色合いなどについて事前に調整してい
る。③器具等の設置位置をタイル・天井目地に合わせ
るなどの配慮がある。

建築等関連工事との調
和

　中間検査や出来形検査で確認された良好な施工品
質、創意工夫が完成検査時に継続して確認できれば
評価する。

品質および性能

その他（理由　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

品質の管理に関して、監督員が文書で指示を行い改善された。

※２．品質の対象は、「材料、機材」と「施工が完了したもの（システムを含む）」があり、工事目的物の品質及び品質管理に関す
る各種の記録と設計図書を対比することにより技術的な評価を行う。

きめ細やかな施工

機材の品質確認

表示等

考査項目  細別

その他（理由　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

対
象

該
当

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法が適切であり、記録の内容が設計図書を満足していることが確認できる。

出来形及
び出来栄

出来栄え

出来形及
び出来栄

品質

考査項目  細別

性能確認の工夫

対
象

該
当

　設計図書等に規定された性能及び機能(空調温・湿
度、監視制御、風量、水量、騒音値、飲料水水質等、
運転状態（ＥＶ）、安全装置の作動等（ＥＶ）)の確認方
法に工夫があれば評価する。

　設計図書等に規定された性能及び機能(空調温・湿度、監
視制御、風量、水量、騒音値、飲料水水質等、運転状態（Ｅ
Ｖ）、安全装置の作動等（ＥＶ）)の確認方法が適切であり、記
録の内容が設計図書を満足していれば評価する。

　埋設部分、隠蔽部分等の不可視部分となる機材の
材質、性能、機能等の適切さが工事写真等により確
認できれば評価する。

品質が不適切であったため、工事請負契約書第31条に基づく修補指示を検査員が行った。

(減点）該当すればｅ評価とする。
品質記録(不可視部)

一般仕様書及び監理指針等に基づく品質管理計画が
作成された施工計画書で、品質管理記録が確認でき
る。

高い基準による管理
［Bクラス以上を対象］

　運転・点検上の表示及び回転部分や高熱部分等の
危険箇所などへの注意喚起等が明確にされていれば
評価する。

　機材の品質確認を行っていることが書面等で確認で
きれば評価する。

試験及び記録

　設計図書等に規定された機材の品質が承諾図、カタ
ログ(機器の耐震計算書を含む。)、ミルシート（材料証
明書）、納品書等で確認できれば評価する。

（可否判定要領）

　施工の各段階における、各種の試験や記録の内容
が適切であれば評価する。

機材の品質証明
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